
農学部の環境 ISO ニュース第 123 号（2016年 2月 8日） 
 

   WＡＲＭ ＢＩＺ 期間は 11 月１日～3 月 31 日 

 

 

 

 

１．信州大学農学部環境講演会2015を開催しました 

平成27年12月11日（金）本農学部11番講義室を会場に「信州大学

農学部環境講演会2015」を開催しました。参加者は108名（学生54名・

高校生38名・引率教員3名・教職員8名・一般5名）と多くの方の参加が

ありました。本年度は，株式会社 サンクゼール 生命科学研究所 部

長 河原誠一 氏をお招きし,「ワイン用ブドウの搾汁残渣を利用した高

付加価値製品への展開」を演題とするご講演をいただきました。 

河原氏からは，これまでのブドウ残渣利用技術開発への取組状況

について，具体的な事例を取り上げて紹介があり，癌の転移能獲得とブドウ残渣から抽出されるFABP5の高発現に密接

な関係があることをご説明いただきました。参加者からは，講演会終了後もたくさんの質問があり，とても有意義な時間とな

りました。 

ご参加いただきました皆様とご協力いただきました皆様に心より御礼申し上げます。 

（農学部環境ＩＳＯ事務局） 

２．エコプロダクツ2015に出展してきました 

 12月10日（木）から12日（土）の 3日間，東京ビックサイトを会場に国内最大規模の環境展示会「エコプロダクツ2015」が

開催され，環境マインド推進センター，環境ISO学生委員会が出展しました。本学は昨年に引き続き二度目の出展で，本

学のこれまでの環境に関する取組と環境ISO学生委員会の活動紹介，ワークショップとして農学部演習林のヒノキの間伐

材を使った「マイ箸作り体験」を実施しました。今年から各学部のワークショップで作製したコースターやミツロウキャンドル，

繭玉指人形，牛乳パック竹とんぼ，エコバック等の展示も行いました。また新たな取組として，他の5大学との共同によるス

タンプラリーも実施し，互いのブースの宣伝，大学間の交流ができました。 

 3日間を通して200名以上のお客様にお越しいただき，たくさんの方に本学の環境活動を知っていただくことができました。

また，温かいブースの雰囲気，学生委員の対応についてもたくさんのお褒めの言葉をいただくことができました。 

今回の出展に関わった学生委員と教職員の合計は53名となり，各メンバーが一丸となって準備，出展を行うことで，普

段は別々に活動している各キャンパスの学生委員と教職員のつながりを強めることができました。また，他の大学の活動，

企業・団体の取組を知ることで，多くの刺激を受け，自分たちの活動について客観的に見つめ直すきっかけにもなったと

思います。 

 この経験を生かして今後の活動をより良いものにして行けるよう頑張りたいです。 

  （環境ISO学生委員会エコプロダクツ出展統括担当  今野） 

 ISOニュースに関するご意見・ご質問・投稿記事などがございましたら 

ISO事務局：agri-eco@shinshu-u.ac.jpへご連絡ください 

WＡＲＭ ＢＩＺ 期間は 11 月１日～3 月 31 日です。今年も毎年大好評の「からだの中からぽかぽか温

まる とうがらしウォームビズ企画」が農学部生協食堂にて開催中です。ご興味のある方はぜひお試しく

ださい。今季も衣類での体温調節や食べ物の工夫等，無理のない自分に合った方法で，WＡＲＭ ＢＩＺ

にご協力ください。 


